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第  １  6  ９  号

定 例 会・臨 時 会

２

　

第
４
回
定
例
会
は
、　

月
７
日
に
招
集
さ
れ
、　

月　

１２

１２

１８

日
ま
で
の　

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
８
件
、
報
告
１
件
の

審
議
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
総
・
下
妻
学
校
給
食
組
合
議
会
議

員
の
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月　

日
（
会
期
は
１
日
）
に
開

１６

か
れ
ま
し
た
。
臨
時
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
５
件
、
報

告
１
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決
、
同
意
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平 成 １ 8 年　　第  4  回　定　例　会

結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報告のみ

茨城西南地方広域市町村圏事務組合規約の一部

変更 

やすらぎの里しもつま農産物千代川直売所の設

置及び管理に関する条例の設定

茨城県後期高齢者医療広域連合設置に関する協

議

下妻市営土地改良事業の実施

字の区域の変更

市道路線の認定

平成１８年度下妻市一般会計補正予算（第３号）

平成１８年度下妻市水道事業会計補正予算（第３号）

専決処分の報告

議案第７８号

議案第７９号

議案第８０号

議案第８１号

議案第８２号

議案第８３号

議案第８４号

議案第８５号

報告第２２号

議　員　提　出　議　案　等

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

下妻市議会会議規則の一部を改正する規則の設

定

下妻市議会委員会条例の一部を改正する条例の

設定

「法テラス」の更なる体制整備・充実を求める

意見書

飲酒運転撲滅を宣言する決議

下妻市議会議員定数の適正化を図るための委員

会設置に関する決議

議案第１号

議案第２号

意見書第５号

決議第１号

決議第２号

平 成 １ ９ 年　　第  １  回　臨　時　会

結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

報告のみ

下妻市心身障害者福祉センターの設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の設定

公の施設の指定管理者の指定

平成１８年度下妻市一般会計補正予算（第４号）

平成１８年度下妻市下水道事業特別会計補正予算

（第２号）

下妻市監査委員の選任

専決処分の報告

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

報告第１号

一部事務組合議会
議員補欠選挙

◇常総・下妻学校給食組合議会

　議員の補欠選挙　　　

　　松　田　利　勝　氏

　平成19年第１回臨時会におい

て、次の方が同意されました。

◇下妻市監査委員

　　野　村　賢　一　氏

 
平
成
十
九
年 

第
１
回
臨
時
会

 
平
成
十
八
年 

第
４
回
定
例
会



一般質問・一般質問者

しもつま市議会だより３

推
進
要
望
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て

地
元
の
要
請
に
よ
り
土
地
改
良
事
業
の

あ
ら
ま
し
に
関
す
る
説
明
会
や
、
地
権

者
調
査
の
事
務
等
に
協
力
を
し
て
き
た
。

現
在
整
備
中
の
事
業
は
、
騰
波
ノ
江
、

大
宝
、
大
宝
沼
地
区
の
３
つ
の
地
区
で

事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
事
業
が
重
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
が

財
政
を
圧
迫
す
る
１
つ
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
従
っ
て
、
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
、
市
の
財
政
を
圧
迫
し
な
い
よ
う

な
事
業
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
大

変
重
要
で
あ
る
。
そ
の
事
業
手
法
の
１

つ
の
例
と
し
て
、
公
共
用
地
等
の
必
要

な
土
地
を
圃
場
整
備
事
業
の
中
で
非
農

用
地
と
し
て
創
設
し
、
こ
の
創
設
用
地

　
　
　
　
　
　

盧
豊
加
美
・
総
上
地
区

　
　
　
　
　

の
土
地
改
良
事
業
の
必
要

　
　
　
　
　

性
に
つ
い
て
は
、
市
長
も
、

担
当
部
署
も
大
変
重
要
な
事
業
と
し
て

認
識
し
て
い
る
と
思
う
が
、
事
業
化
に

向
け
て
市
の
財
政
を
圧
迫
し
な
い
よ
う

な
事
業
手
法
を
考
え
ら
れ
な
い
も
の
な

の
か
、
執
行
部
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

盪
土
地
改
良
事
業
は
換
地
の
手
法
に
よ

り
非
農
用
地
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
下
妻
第
二
高
校
の
野
球
部
専

用
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
使
用
し
て
い
る

浜
球
場
周
辺
に
、
土
地
改
良
事
業
に
よ

り
下
妻
第
二
高
校
の
学
校
用
地
を
創
設

換
地
し
て
は
ど
う
か
。
蘯
新
市
の
拠
点

ゾ
ー
ン
東
側
に
位
置
す
る
こ
の
地
区
の

事
業
が
実
現
す
れ
ば
、
都
市
と
自
然
が

共
生
し
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
下
妻
市

に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。
今
後
の
土
地
利
用
方
針
に
つ
い

て
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
平
成　

年
に
総
上
地

16

　
　
　
　
　

区
圃
場
整
備
事
業
発
起
人

　
　
　
　
　

会
か
ら　

�
の
圃
場
整
備

160

　
　
　

い
て

６　

粟
野　

英
武　

議
員

　

１　

教
育
に
つ
い
て

　

２　

納
税
の
説
明
会
に
つ
い
て

　

３　

場
外
車
券
売
り
場
に
つ
い
て

　

４　

砂
沼
の
遊
歩
道
に
つ
い
て

７　

倉
田　

憲
三　

議
員

　

１　

生
活
保
護
に
つ
い
て

　

２　

所
得
税
・
住
民
税
に
つ
い
て

８　

原
部　
　

司　

議
員

　

１　

下
妻
市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

９　

菊
池　
　

博　

議
員

　

１　

定
住
人
口
の
増
加
対
策
に
つ
い

　
　
　

て

　

２　

１
％
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い

　
　
　

て

　
　

須
藤　

豊
次　

議
員

10
　

１　

公
害
防
止
に
つ
い
て

　
　

鈴
木　

秀
雄　

議
員

11
　

１　

火
災
と
防
火
用
水
に
つ
い
て

　

２　

関
東
鉄
道
常
総
線
に
つ
い
て

　
　

笠
島　

道
子　

議
員

12
　

１　

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
　

教
育
基
本
法
改
悪
は
い
じ
め
克

　
　
　

服
に
も
逆
行
す
る

　

２　

介
護
ベ
ッ
ド
貸
与
事
業
に
つ
い

　
　
　

て

　

３　

資
源
物
持
ち
去
り
に
つ
い
て

　

４　

合
併
後
の
ご
み
収
集
等
の
統
一

　
　
　

に
つ
い
て

　
　

小
竹　
　

薫　

議
員

13
　

１　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　

２　

小
中
学
校
の
不
登
校
の
現
状
は

　
　
　

ど
う
か
？

　
　

松
田　

利
勝　

議
員

14
　

１　

各
公
共
施
設
の
管
理
体
制
を
問

　
　
　

う

浜球場周辺の様子
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質
問
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答
弁

１　

飯
塚　

薫　

議
員

　

１　

豊
加
美
・
総
上
地
区
の
土
地
改

　
　
　

良
事
業
に
つ
い
て

　

２　

遊
休
公
共
用
地
の
有
効
活
用
に

　
　
　

つ
い
て

２　

平
井　
　

誠　

議
員

　

１　

地
元
住
民
の
大
多
数
が
反
対
の

　
　
　

場
外
車
券
場
建
設
計
画
に
つ
い

　
　
　

て

　

２　

第
三
セ
ク
タ
ー
㈱
ふ
れ
あ
い
下

　
　
　

妻
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

　

３　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

　
　
　

る
収
入
役
廃
止
に
つ
い
て

３　

中
山　

勝
美　

議
員

　

１　

地
方
公
務
員
の
綱
紀
粛
正
に
つ

　
　
　

い
て

　

２　

県
道
・
南
原
〜
平
川
戸
線
に
つ

　
　
　

い
て

４　

大
月　

詮
雄　

議
員

　

１　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に

　
　
　

つ
い
て

　

２　

農
村
政
策
審
議
会
で
来
年
度
米

　
　
　

生
産
数
が　

万
ト
ン
に
決
ま
り

828

　

３　

農
村
総
合
整
備
事
業　

年
度
実

18

　
　
　

施
路
線
で

５　

山
中　

祐
子　

議
員

　

１　

高
齢
者
基
本
健
診
に
つ
い
て

　

２　

２
０
０
８
年
国
民
文
化
祭
に
つ

　
　
　

い
て

　

３　

市
職
員
の
飲
酒
運
転
撲
滅
に
つ

一
般
質
問
者
の
氏
名

・
項
目
は
次
の
と
お

り
で
す 
。　
　
（
通
告
順
）

を
売
却
し
、
地
元
負
担
金
に
充
て
る
手

法
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
の
と
こ

ろ
期
待
さ
れ
る
具
体
的
な
計
画
は
見
当

た
ら
な
い
。
盪
共
同
減
歩
に
よ
る
創
設

換
地
を
設
置
し
、
学
校
用
地
と
し
て
有

償
で
売
却
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

ま
た
野
球
場
な
ど
の
特
定
用
途
用
地
が

地
域
内
に
あ
る
場
合
、
特
定
用
途
用
地

換
地
と
い
う
手
法
に
よ
り
非
農
用
地
区

域
に
換
地
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

尚
、
共
同
減
歩
に
よ
る
創
設
換
地
の
問

題
点
と
し
て
は
、
農
地
の
減
歩
が
多
く

な
る
こ
と
、
単
価
及
び
面
積
に
よ
っ
て

は
地
元
負
担
金
が
生
じ
る
こ
と
、
創
設

用
地
の
位
置
及
び
面
積
が
限
定
さ
れ
る

こ
と
な
ど
が
生
じ
て
く
る
。
蘯
新
市
の

拠
点
ゾ
ー
ン
東
側
の
今
後
の
土
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
市
の
総
合
計
画
策
定
に

合
わ
せ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

場
外
車
券
場
建
設
予
定

　
　
　
　
　

地
と
さ
れ
る
下
妻
市
半
谷

　
　
　
　
　
　

の
１
地
点
か
ら
半
径
１

３７３

㎞ 
以
内
に
は
、
医
療
機
関
、
老
健
施
設
、

地
元
住
民
の
大
多
数
が

反
対
の
場
外
車
券
場
建

設
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
 
平
井　

誠 
議
員

豊
加
美
・
総
上
地
区
の

土
地
改
良
事
業
に
つ
い

て
　
　
　
 
 
飯
塚　

薫 
議
員
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質
問



第  １  6  ９  号

一　般　質　問

４

特
養
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
る
。
半
径　
 
㎞ 
１.５

以
内
に
は
上
妻
小
学
校
が
あ
り
、
子
育

て
中
の
親
も
心
配
し
て
い
る
。
ま
た
、

日
中
に
は
高
齢
者
の
み
、
あ
る
い
は
高

齢
者
一
人
暮
ら
し
と
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
家
庭
で
は
、
そ
の
家
族
が
心
配
し

て
い
る
。
前
回
９
月
の
第
３
回
定
例
会

の
こ
の
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
、

小
倉
市
長
は
、
好
ま
し
い
施
設
で
は
な

い
が
、
今
回
は
地
元
住
民
の
間
に
賛
成

と
反
対
が
あ
る
の
で
、
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
と
い
う
旨
の
答
弁
だ
っ
た
。
今

回
の
場
外
車
券
場
建
設
を
進
め
て
い
る

人
達
が
集
め
た
賛
同
署
名
数
は　

と
聞

１４１

い
て
い
る
。
反
対
署
名
数
は
７
千　

、
３５０

第
１
次
分
で
あ
る
。
賛
成
署
名
の
数
が

事
実
で
あ
れ
ば
、
賛
成
署
名
は　

分
の

52

１
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
追
加

分
を
含
め
れ
ば
７
千　

筆
、
署
名
は
そ

８７２

の
後
も
集
ま
っ
て
い
る
。
地
元
住
民
の

意
向
は
明
ら
か
に
大
多
数
が
反
対
で
は

な
い
か
。
小
倉
市
長
、
こ
の
際
、
は
っ

き
り
と
反
対
表
明
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
上
妻
地
区
の
人
達
の
間
に
、
特
に

半
谷
や
黒
駒
の
人
達
の
間
に
こ
れ
以
上

不
協
和
音
の
溝
が
深
ま
ら
な
い
う
ち
に
、

市
長
の
見
解
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

場
外
車
券
売
り
場
に
つ

　
　
　
　
　

い
て
は
、
都
市
計
画
法
に

　
　
　
　
　

基
づ
く
開
発
行
為
の
申
請

が
市
に
提
出
さ
れ
、
市
で
は
施
設
設
置

に
あ
た
り
周
辺
住
民
の
意
見
を
十
分
に

尊
重
し
、
調
和
を
図
る
よ
う
意
見
を
付

し
て
県
に
送
付
し
た
。
県
か
ら
は　

月
11

　

日
に
開
発
行
為
の
許
可
を
し
た
と
の

28

報
告
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
開
発
行

為
以
外
の
諸
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
行
っ
て
い
な
い
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

場
外
車
券
場
の
問
題
に
関
し
て
は
、
第

３
回
市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
に
お

い
て
、
場
外
車
券
売
り
場
の
建
設
は
決

し
て
好
ま
し
い
施
設
で
あ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め

の
手
段
と
し
て
場
外
車
券
売
り
場
の
設

置
を
希
望
す
る
市
民
の
方
の
要
望
も
無

視
で
き
な
い
し
、
設
置
に
反
対
を
唱
え

る
方
が
い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
の

で
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
集
約
し
、

市
の
考
え
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
答

え
た
。
そ
の
後
、
地
元
医
療
法
人
、
地

元
自
治
区
、
地
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら
反
対

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
ま
た　

月
１

12

日
に
は
７
千　

人
と
い
う
多
く
の
方
々

350

の
反
対
署
名
簿
が
、
更
に　

日
に
は
黒

11

駒
自
治
区
の
役
員
さ
ん
か
ら　

人
と
い

522

う
た
く
さ
ん
の
反
対
署
名
簿
が
提
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
市

と
し
て
は
場
外
車
券
売
り
場
の
設
置
に

対
し
、
活
性
化
の
た
め
と
は
い
え
、
反

対
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

し
い
対
応
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

④
私
自
身
、
市
政
を
担
う
者
と
し
て
自

ら
を
律
し
、
職
員
に
対
し
て
は
今
ま
で

以
上
に
公
平
・
公
正
・
誠
実
な
立
場
で

職
員
一
人
一
人
が
全
体
の
奉
仕
者
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
強
く
自
覚
し
、
住
民

本
位
の
行
政
の
推
進
に
全
力
を
尽
く
す

よ
う
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。
盪
病

気
休
暇
及
び
休
職
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
以
前
か
ら
関
係
条
例
、
規
則
に

照
ら
し
合
わ
せ
、
適
正
な
対
応
を
と
っ

て
お
り
、
問
題
と
な
る
よ
う
な
不
適
正

事
案
は
な
い
が
、
今
後
と
も
更
に
厳
正

に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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弁

　
　
　
　
　
　

盧
最
近
、
福
島
、
和
歌

　
　
　
　
　

山
両
県
の
談
合
事
件
や
、

　
　
　
　
　

岐
阜
、
長
崎
両
県
の
裏
金

問
題
、
公
務
員
の
飲
酒
運
転
な
ど
の
不

祥
事
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

問
題
を
幾
つ
か
挙
げ
て
み
る
と
、
①
公

金
の
取
り
扱
い
や
予
算
執
行
の
適
正
化
、

情
報
公
開
の
徹
底
、
監
視
機
能
の
強
化

②
公
共
工
事
の
入
札
・
契
約
の
透
明
性
、

公
平
性
の
確
保
③
飲
酒
運
転
の
根
絶
④

不
祥
事
の
再
発
防
止
の
確
立
等
々
、
対

応
す
べ
き
点
は
数
多
く
あ
る
と
思
う
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
防
止
策
に

つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

盪
奈
良
市
で
長
期
間
、
病
気
を
理
由
に

休
暇
や
休
職
を
繰
り
返
し
て
い
た
職
員

に
対
し
多
額
の
給
与
が
支
払
わ
れ
て
い

た
問
題
に
つ
い
て
、
当
市
に
お
い
て
は

こ
う
し
た
類
似
し
た
問
題
が
な
い
か
伺

い
た
い
。　
　

　
　
　
　
　
　

盧
①
公
金
の
取
り
扱
い

　
　
　
　
　

や
予
算
執
行
の
適
正
化
及

　
　
　
　
　

び
監
査
機
能
の
強
化
に
つ

い
て
は
、
議
員
ご
承
知
の
と
お
り
監
査

委
員
に
よ
る
毎
月
の
例
月
現
金
出
納
検

査
、
及
び
毎
年
の
定
期
監
査
、
並
び
に

決
算
審
査
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

情
報
公
開
の
徹
底
に
つ
い
て
は
、
「
広

報
し
も
つ
ま
」
で
予
算
・
決
算
の
概
要

を
は
じ
め
予
算
等
の
執
行
状
況
を
、
下

妻
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
給
与
の
概

要
及
び
職
員
の
定
員
管
理
を
お
知
ら
せ

し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
情
報
の

公
開
に
努
め
る
と
と
も
に
、
で
き
る
限

り
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
内

容
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
②
国
が

定
め
た
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
従
い
、
発
注

見
通
し
、
入
札
、
参
加
業
者
の
応
札
額

及
び
落
札
業
者
並
び
に
契
約
の
相
手
方

と
契
約
金
額
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

下
妻
市
と
し
て
は
、
予
定
価
格
の
事
前

公
表
及
び
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
の

導
入
を
は
じ
め
、
入
札
制
度
を
見
直
し

て
、
透
明
性
、
公
平
性
、
競
争
性
の
確

保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
③

職
員
に
は
常
々
交
通
事
故
防
止
を
喚
起

し
て
お
り
、
更
に　

月　

日
か
ら
は
見

１２

１５

直
し
を
し
た
職
員
の
交
通
事
故
等
の
懲

戒
処
分
の
基
準
に
よ
り
、
以
前
よ
り
厳

　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
す

　
　
　
　
　

べ
て
の
農
業
者
の
方
を
一

　
　
　
　
　

律
的
に
対
象
と
し
て
個
々

の
品
目
ご
と
に
講
じ
て
き
た
施
策
を
見

直
し
、　

年
度
か
ら
は
、
意
欲
と
能
力

１９

の
あ
る
担
い
手
を
対
象
に
限
定
し
、
そ

の
経
営
の
安
定
を
図
る
施
策
に
転
換
す

る
。
そ
れ
に
は
、
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
下
妻
市

で
は
認
定
農
業
者
で
４　

以
上
に
該
当

ha

し
て
い
る
人
は
何
人
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
年
か
け
込
み
で
認
定
農
業
者

に
な
っ
た
人
は
何
人
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

こ
れ
に
漏
れ
た
人
は
、
一
定
条
件
を
整

え
る
集
団
営
農
組
織
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
最
低　
　

以
上
ま
と
め
る
こ

20
ha

と
が
支
援
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
そ
れ
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
 
大
月
詮
雄 
議
員
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地
方
公
務
員
の
綱
紀
粛

正
に
つ
い
て

　
　
　
　
 
中
山
勝
美 
議
員



か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

品
目
横
断
的
経
営
安
定

　
　
　
　
　

対
策
に
つ
い
て
は
、　

年
１９

　
　
　
　
　

産
か
ら
の
米
、
麦
、
大
豆

を
対
象
と
し
た
国
の
新
た
な
経
営
安
定

対
策
で
あ
り
、
認
定
農
業
者
で
４
�
、

集
落
営
農
組
織
で　

�
以
上
の
経
営
面

２０

積
等
の
一
定
の
要
件
を
ク
リ
ア
し
た
担

い
手
や
集
落
営
農
組
織
が
加
入
で
き
る

制
度
と
な
っ
て
い
る
。
当
市
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
新
し
い
対
策
の
説
明
会

を
地
区
ご
と
や
内
容
ご
と
に
何
回
も
開

催
し
、
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
き

た
。
ま
た
、
認
定
農
業
者
の
年
齢
制
限

の
撤
廃
な
ど
、
よ
り
多
く
の
生
産
者
が

加
入
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に
も

取
り
組
み
な
が
ら
、
推
進
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
制
度
の
も
と
で

の
麦
対
策
に
つ
い
て
は
、
９
月
１
日
か

ら　

月　

日
に　

年
産
の
加
入
申
請
手

１１

３０

１９

続
き
が
あ
り
、
認
定
農
業
者
に
つ
い
て

は　

の
経
営
体
の
加
入
、
集
落
営
農
組

５３

一　般　質　問

しもつま市議会だより5

織
に
つ
い
て
は
６
組
織
の
加
入
と
な
っ

た
。
ま
た
、
市
全
体
で
の
認
定
農
業
者

の
数
は
、
現
在　

名
、
う
ち
か
け
込
み

１８３

等
に
つ
い
て
は
、
新
規　

名
で
あ
る
。

３７

今
後
の
主
な
対
応
と
し
て
は
、
来
年
４

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
加
入
申
請
を
す

る
米
と
大
豆
の
生
産
者
へ
の
周
知
徹
底

を
は
じ
め
、
４
�
以
上
の
経
営
面
積
確

保
へ
の
推
進
や
、
認
定
農
業
者
に
ま
だ

な
っ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
申
請

へ
の
働
き
か
け
等
、
加
入
に
向
け
て
の

支
援
を
関
係
機
関
と
協
力
を
し
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
尚
、
４

�
未
満
の
対
策
に
加
入
で
き
な
い
農
業

者
に
つ
い
て
は
、
集
落
営
農
の
推
進
を

順
次
進
め
て
、
集
落
全
体
で
加
入
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
下
妻
市
の
農
業
の
将
来
を
考
え
た

場
合
に
は
、
必
ず
取
り
組
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
重
要
な
課
題
だ
と
認
識
し
て

い
る
の
で
、
関
係
機
関
も
含
め
て
推
進

体
制
を
整
え
、
今
後
一
つ
で
も
多
く
集

落
営
農
組
織
が
で
き
る
よ
う
推
進
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

全
国
持
ち
回
り
で
開
催

　
　
　
　
　

し
て
い
る
国
民
文
化
祭
が
、

　
　
　
　
　

２
０
０
８
年
に
茨
城
県
で

開
催
さ
れ
る
。
下
妻
市
で
は
口
頭
詩
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
下
妻
市
民
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
る
が
、
オ
ペ
ラ
、
ジ
ャ
ズ
、

演
芸
、
俳
句
、
川
柳
、
現
代
史
等
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
中
で
下
妻
市
が
口
頭
詩

を
選
ば
れ
た
経
緯
を
伺
い
た
い
。
全
国

に
下
妻
市
を
知
ら
し
む
べ
く
独
自
性
を

持
っ
た
取
り
組
み
を
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
い

た
い
。
ま
た
、
開
催
に
当
た
っ
て
、
下

妻
市
の
代
表
と
し
て
市
長
の
心
構
え
を

伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

国
民
文
化
祭
は
、
全
国

　
　
　
　
　

各
地
で
文
化
活
動
を
行
っ

　
　
　
　
　

て
い
る
方
々
が
集
い
、
発

表
、
交
流
す
る
全
国
的
な
文
化
の
祭
典

で
あ
る
。
昭
和　

年
に
第
１
回
国
民
文

61

化
祭
が
東
京
都
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、

順
次
各
県
を
巡
り
開
催
さ
れ
て
お
り
、

平
成　

年
に
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
国

20

民
文
化
祭
で
第　

回
目
を
迎
え
る
。
茨

23

城
県
で
の
開
催
期
間
は
、
平
成　

年　
20

11

月
１
日
か
ら
９
日
ま
で
の
９
日
間
で
、

こ
の
期
間
、
県
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
る
。
茨
城
県
で
は
、
平

成　

年
３
月
に
第　

回
国
民
文
化
祭
い

18

23

ば
ら
き
２
０
０
８
実
施
計
画
大
綱
を
制

定
し
、
下
妻
市
で
は
主
催
事
業
と
し
て

口
頭
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
希
望
し
、

決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
口
頭
詩

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
希
望
し
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
大
正　

年
に
「
懸
賞
日
本

12

童
謡
の
国
際
運
動
」
に
お
い
て
、
現
在

の
騰
波
ノ
江
小
学
校
、
当
時
の
若
柳
尋

常
小
学
校
６
年
生
で
あ
っ
た
荒
井
貞
子

さ
ん
の
作
っ
た
「
母
ち
ゃ
ん
の
う
た
」

が
１
等
に
入
選
し
、
特
別
記
念
品
と
し

て
学
校
に
高
価
な
ピ
ア
ノ
が
贈
ら
れ
た

こ
と
な
ど
、
古
く
か
ら
自
由
詩
の
創
作

活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
。

次
に
、
市
の
補
助
団
体
で
あ
る
「
わ
ら

べ
う
た
・
あ
そ
び
ラ
ン
ド
」
が
、
口
頭

詩
を
含
め
た
自
由
詩
集
を
発
刊
し
、
子

供
達
の
情
操
教
育
に
よ
い
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
口
頭
詩
が
過
去

の
国
民
文
化
祭
に
お
い
て
企
画
さ
れ
た

こ
と
が
な
く
、
下
妻
市
が
国
民
文
化
祭

に
お
い
て
最
初
の
情
報
発
信
に
な
る
こ

と
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
開
催
は
平

成　

年　

月
８
日
を
予
定
し
て
い
る
。

20

11

下
妻
市
の
現
在
の
取
り
組
み
状
況
で
あ

る
が
、
市
長
が
会
長
と
な
り
、
議
長
や

市
民
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

の
代
表
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
実
行
委
員

会
を
、
本
年
９
月
に
設
立
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
全
国
に
向
け

下
妻
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
観
光
Ｐ
Ｒ

に
も
効
果
が
期
待
で
き
、
更
に
は
文
化

の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
、

今
後
、
実
行
委
員
会
で
作
成
し
た
素
案

を
も
と
に
、
内
容
や
方
法
等
に
つ
い
て

議
員
の
皆
さ
ん
や
市
民
の
方
々
の
意
見

を
聞
き
、
多
く
の
市
民
の
参
加
を
促
し
、

こ
の
事
業
の
成
功
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
う
の
で
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

快
適
な
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

　
　
　
　
　

散
歩
、
歩
く
こ
と
は
一
番

　
　
　
　
　

取
り
組
み
や
す
い
運
動
で

あ
る
。
高
齢
化
社
会
に
な
り
、
ま
す
ま

す
健
康
志
向
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
幸

せ
な
人
生
を
送
る
う
え
で
も
、
健
康
は

何
に
も
勝
る
財
産
で
あ
る
。
総
務
省
の

試
算
で
は
、
今
後
医
療
費
は
毎
年
１
兆

円
ず
つ
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
お

り
、
医
療
費
の
増
大
は
、
市
民
の
暮
ら

し
や
市
の
財
産
を
圧
迫
す
る
。
市
民
が

こ
ぞ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
こ
と

が
理
想
で
あ
る
が
、
苦
手
な
方
に
で
き

る
運
動
と
し
て
歩
く
こ
と
を
、
自
ら
し

た
く
な
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
は
不
可

欠
で
あ
る
。
観
桜
苑
の
歩
道
の
一
部
に
、

ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
の
遊
歩
道
が
あ
る
。

こ
の
道
を
歩
く
人
に
と
っ
て
も
感
触
の

良
い
、
長
く
歩
い
て
も
少
し
も
疲
れ
な

い
、
足
首
、
膝
、
腰
に
負
担
を
か
け
な

い
材
質
で
加
工
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

砂
沼
の
遊
歩
道
、
周
囲
６ 
㎞ 
に
ゴ
ム
チ

ッ
プ
舗
装
を
し
、
市
民
の
健
康
と
観
光
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２
０
０
８
年
国
民
文
化

祭
に
つ
い
て

　
　
　
　
 
山
中
祐
子 
議
員

魅力ある農業の構築を

2008年に茨城県で開催される国民文化祭

砂
沼
の
遊
歩
道
に
つ
い

て
　
　
　
　
 
粟
野
英
武 
議
員
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客
を
増
や
す
県
下
一
の
遊
歩
道
の
実
現

を
と
い
う
こ
と
で
提
案
し
た
い
が
い
か

が
か
。

　
　
　
　
　
　

平
成　

、　

、　

年
度

15

16

17

　
　
　
　
　

に
、
砂
沼
南
岸
遊
歩
道
の

　
　
　
　
　

拡
幅
や
、
多
目
的
ト
イ
レ

及
び
障
害
者
共
有
テ
ー
ブ
ル
付
ベ
ン
チ

な
ど
が
設
置
さ
れ
、
併
せ
て
観
桜
苑
の

石
畳
園
路
の
一
部
に
つ
い
て
、
歩
き
に

く
さ
を
解
消
す
る
た
め
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗

装
で
再
整
備
が
行
わ
れ
た
。
ゴ
ム
チ
ッ

プ
舗
装
は
、
ゴ
ム
の
持
つ
弾
力
性
、
衝

撃
吸
収
性
に
よ
り
膝
へ
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
、
滑
り
に
く
く
歩
行
の
安
定
性
に

優
れ
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
市
民

の
余
暇
時
間
の
増
大
や
、
健
康
意
識
の

高
ま
り
な
ど
も
あ
っ
て
、
砂
沼
遊
歩
道

は
多
く
の
市
民
の
方
々
に
、
健
康
増
進

や
精
神
的
癒
し
の
場
と
し
て
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
他
、
砂
沼

マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
各
種
駅
伝
大
会
な
ど

第  １  6  ９  号
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6

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
砂
沼
遊
歩

道
は
、
平
成　

年
度
に
茨
城
県
か
ら
健

１４

康
づ
く
り
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
社
会

を
見
据
え
て
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
ま
た
障
害
の
あ
る
方
も
安
全
に
歩

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ヘ
ル
ス
ロ
ー

ド
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
砂
沼
を
周
遊

す
る
遊
歩
道
は
、
市
街
地
の
近
く
に
あ

り
な
が
ら
優
れ
た
自
然
を
残
し
て
お
り
、

貴
重
な
、
そ
し
て
大
切
な
地
域
資
源
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
更
に
、
多
く

の
市
民
の
方
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
、

そ
し
て
市
外
か
ら
も
多
く
の
人
に
来
て

い
た
だ
き
市
の
活
性
化
を
図
る
上
で
も
、

ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
は
有
効
な
方
法
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今
後
茨
城
県

に
対
し
整
備
が
図
れ
る
よ
う
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

護
者
の
負
担
能
力
に
問
題
が
あ
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
保
有
が

認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
は
、
現
に

住
ん
で
い
な
い
家
、
土
地
、
耕
作
し
て

い
な
い
田
畑
、
ロ
ー
ン
付
住
宅
、
預
貯

金
、
有
価
証
券
、
貴
金
属
な
ど
。
生
命

保
険
で
は
、
保
険
料
や
解
約
返
戻
金
が

多
額
な
場
合
な
ど
が
あ
る
。
蘯
生
活
保

護
法
で
は
、
要
件
を
満
た
す
限
り
、
無

差
別
、
平
等
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
お
り
、
制
度
を
利
用
す
る
た

め
に
は
本
人
等
か
ら
の
申
請
を
原
則
と

し
て
い
る
。
平
成　

年
度
の
相
談
件
数

17

と
し
て
は　

件
あ
り
、
生
活
保
護
申
請

103

件
数
が　

件
、
申
請
開
始
が　

件
で
あ

30

26

っ
た
。
生
活
保
護
の
相
談
に
来
ら
れ
る

方
は
、
経
済
的
な
問
題
だ
け
で
な
く
生

活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
生
活
保
護
以
外
の
相
談
も
含
め
て

来
所
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、

相
談
窓
口
で
は
時
間
を
か
け
て
相
談
者

の
話
を
よ
く
聞
き
、
相
談
内
容
の
的
確

な
把
握
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
懇
切

丁
寧
を
旨
と
し
、
本
人
が
十
分
納
得
い

く
よ
う
説
明
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　

盧
文
部
科
学
省
が
義
務

　
　
　
　
　

教
育
９
年
間
、
い
わ
ゆ
る

　
　
　
　
　

６
・
３
制
を
見
直
し
、
自

治
体
の
裁
量
で
弾
力
化
で
き
る
よ
う
な

案
を
義
務
教
育
改
革
案
の
中
で
打
ち
出

し
た
が
、
こ
の
見
直
し
案
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
今
後
の
対
策

も
含
め
て
伺
い
た
い
。
盪
学
校
教
育
を

充
実
し
、
さ
ら
に
教
育
力
向
上
の
た
め

に
学
校
で
は
自
己
評
価
や
外
部
評
価
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
保
護
者
や
地
域

に
公
表
す
る
な
ど
し
、
学
校
の
説
明
責

任
を
果
た
し
、
開
か
れ
て
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
を
し
て
は
と
思
う
が
、
こ

の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

蘯
道
徳
教
育
を
推
進
し
、
児
童
・
生
徒

が
心
豊
か
に
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
を

持
ち
、
社
会
性
を
養
う
教
育
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
、
道

徳
教
育
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。　
　

　
　
　
　
　
　

盧
義
務
教
育
９
年
間
の

　
　
　
　
　

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
制

　
　
　
　
　

度
は
現
行
の
ま
ま
と
し
、

指
導
方
法
を
小
学
校
４
年
生
ま
で
は
現

行
の
学
級
担
任
制
を
維
持
し
、
５
年
生
、

６
年
生
に
は
中
学
校
同
様
教
科
担
任
制

を
導
入
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
盪
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取

観桜苑内のゴムチップ舗装の遊歩道

下
妻
市
の
教
育
行
政
に

つ
い
て

　
　
　
　
 
原
部　

司 
議
員

　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　

２
０
０
５
年
度
の
生
活
保

　
　
　
　
　

護
受
給
世
帯
が
初
め
て　
100

万
世
帯
を
超
え
た
。
人
口
に
し
て　

万
147

６
千
人
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
民　
90

人
に
１
人
が
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は　

年
前

10

の　

倍
に
も
当
た
る
。
受
給
者
の
半
数

1.7
近
く
が
高
齢
者
で
あ
り
、
最
近
で
は
離

婚
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
母
子
家
庭
が

増
加
し
、
若
年
層
で
も
増
え
る
傾
向
に

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
盧
下
妻

市
に
お
け
る
過
去　

年
間
の
生
活
保
護

10

の
世
帯
数
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
盪
生
活
保
護
を
受
け
る
に
あ
た
っ

て
は
、
自
動
車
を
保
持
し
て
は
な
ら
な

い
等
い
く
つ
か
の
制
約
条
項
が
あ
る
が
、

他
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る

か
。
蘯
新
聞
等
の
報
道
で
は
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
が
生
活
保
護
の
相
談
・

申
請
に
行
っ
て
も
申
請
用
紙
も
渡
さ
な

い
と
か
、
申
請
を
さ
せ
な
い
例
も
あ
る

と
聞
く
が
下
妻
市
で
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
平
成
８
年
当
時
は　
29

　
　
　
　
　

世
帯
、　

人
で
あ
っ
た
。

39

　
　
　
　
　

合
併
前
の
平
成　

年　

月

17

12

で
は
、　

世
帯
、　

人
、
平
成　

年
１

74

99

18

月
１
日
の
合
併
に
よ
り
、　

世
帯
、　

18

20

人
が
増
加
し
て
お
り
、
合
併
後
１
年
を

経
過
し
、
こ
の
１
年
間
で
６
世
帯
、
５

人
が
増
加
し
て
い
る
。
平
成　

年　

月

18

12

１
日
現
在
で
は
、　

世
帯
、　

人
と
な

98

123

っ
て
い
る
。
盪
自
動
車
の
保
有
は
、
障

害
者
が
定
期
的
に
病
院
に
通
院
す
る
場

合
と
、
社
会
的
に
見
て
適
当
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
い
て
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。
認
め
ら
れ
な
い
理
由
と
し

て
は
、
自
動
車
の
利
便
性
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
そ
の
購
入
費
用
や
処
分
価
値

が
一
般
に
大
き
い
こ
と
、
維
持
費
等
の

経
費
が
最
低
生
活
費
を
圧
迫
し
か
ね
な

い
こ
と
、
ま
た
、
事
故
の
場
合
の
被
保

生
活
保
護
に
つ
い
て

　
　
　
　
 
倉
田
憲
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議
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り
組
み
を
開
い
て
、
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
説

明
責
任
で
あ
る
。
各
学
校
は
年
度
初
め

に
学
校
の
教
育
目
標
と
努
力
事
項
を
具

体
的
に
保
護
者
に
公
表
し
て
い
る
。
年

度
末
に
は
、
施
策
に
対
す
る
外
部
評
価

を
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
実
施
し
、
集

計
結
果
は
学
校
だ
よ
り
な
ど
で
公
表
し

て
い
る
。
結
果
と
反
省
は
、
次
年
度
の

学
校
運
営
改
善
に
役
立
て
て
い
る
。
二

つ
目
は
、
学
校
評
価
で
あ
る
。
外
部
評

価
と
し
て
は
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

学
校
の
教
育
活
動
全
般
に
わ
た
っ
て
の

項
目
で
、
全
保
護
者
を
対
象
に
調
査
と

評
価
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
学

校
で
組
織
し
て
い
る
地
域
教
育
推
進
委

員
会
に
も
評
価
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

内
部
評
価
と
し
て
は
、
教
育
目
標
、
教

育
課
程
、
学
級
経
営
、
教
科
、
領
域
、

経
営
等
を
必
要
に
応
じ
て
児
童
・
生
徒
、

教
職
員
が
評
価
し
、
教
育
活
動
の
充
実

に
生
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三

つ
目
は
、
広
報
活
動
で
あ
る
。
各
学
校

一　般　質　問

しもつま市議会だより7

で
は
名
称
は
違
う
が
、
学
校
だ
よ
り
、

学
年
だ
よ
り
、
学
級
通
信
、
保
健
室
だ

よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
段
を
通
し
て
学
校
教
育
活
動
の
広

報
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
自
己
評
価
や

外
部
評
価
な
ど
の
学
校
評
価
の
結
果
も

こ
こ
で
公
表
し
て
い
る
。
蘯
市
の
教
育

目
標
を
「
知
性
を
基
盤
に
、
優
れ
た
創

造
力
と
豊
か
な
情
操
、
美
し
い
心
を
も

ち
、
心
身
共
に
健
全
な
る
風
格
を
備
え

た
人
間
の
形
成
」
と
定
め
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
幼
児
・
児
童
・
生

徒
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
知
･

徳
･
体
の
三
本
柱
の
一
つ
で
あ
る
徳
育
、

道
徳
教
育
を
中
心
に
進
め
て
い
る
。
心

豊
か
で
優
し
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
心

と
社
会
性
の
育
成
を
目
指
し
て
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
少
子
高
齢
化
、
人
口

　
　
　
　
　

減
少
が
進
む
中
、
地
域
経

　
　
　
　
　

済
の
み
な
ら
ず
地
域
の
生

活
や
学
校
運
営
等
々
に
と
っ
て
定
住
人

口
の
確
保
が
待
っ
た
な
し
の
状
態
で
あ

り
、
最
優
先
す
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ

る
と
思
う
。
過
去
の
中
央
集
権
の
時
代

か
ら
、
地
方
分
権
が
さ
ら
に
進
め
ば
、

地
域
の
未
来
は
自
治
体
や
居
住
者
の
自

由
と
責
任
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
部
分
が
多

く
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
魅
力
あ

る
自
治
体
は
人
口
増
な
ど
に
よ
り
ま
す

ま
す
繁
栄
し
、
反
対
に
時
代
の
流
れ
に

流
さ
れ
る
だ
け
の
何
の
考
え
も
な
い
自

治
体
は
衰
退
す
る
一
方
で
あ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
治
体

の
大
き
な
役
割
は
、
地
域
の
担
い
手
と

し
て
住
民
を
引
き
つ
け
る
た
め
の
一
層

の
知
恵
を
絞
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
市
で

は
将
来
の
定
住
人
口
の
増
加
対
策
と
し

て
施
策
等
は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。
盪

や
す
ら
ぎ
の
里
構
想
は
、
当
初
の
説
明

で
は
現
在
建
設
中
の
場
所
を
シ
ン
ボ
ル

的
な
存
在
と
し
て
、
こ
の
地
域
の
活
性

化
、
人
口
増
を
ね
ら
っ
て
ス
タ
ー
ト
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ン

ボ
ル
を
つ
く
る
だ
け
で
は
そ
の
目
的
は

達
成
さ
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

本
来
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
施
策

は
こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
な
展
開
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
当
市
に
お
け
る
年
齢

　
　
　
　
　

別
人
口
構
成
は
、
次
の
世

　
　
　
　
　

代
を
担
う　

歳
代
以
下
は

30

若
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
減
少
傾
向
に
あ

る
。
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
子
供
が
い

る
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
産
み
育
て
る

若
い
夫
婦
世
帯
が
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
す
る
こ
と
が
必
要
か
と
思
わ
れ

る
。
雇
用
の
場
の
確
保
や
子
育
て
支
援

の
施
策
や
政
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、

出
生
率
を
高
め
、
定
住
人
口
を
増
や
す

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
特

に
、
雇
用
の
場
の
創
設
は
定
住
人
口
の

増
加
に
最
も
有
効
な
施
策
で
あ
る
の
で
、

現
在
工
業
団
地
へ
の
企
業
の
誘
致
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
市
の
将
来
像
を

定
め
る
総
合
計
画
も
策
定
中
で
あ
る
が
、

市
の
基
礎
的
な
人
口
規
模
は
５
万
人
以

上
を
目
標
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
、
定
住
人
口
の
拡
大
を
重

要
な
施
策
と
し
て
検
討
し
た
い
。
盪
蚕

飼
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

は
、
蚕
飼
小
学
校
に
対
し
て
の
市
独
自

に
よ
る
講
師
の
配
置
や
、
複
式
学
級
の

解
消
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
事
業

を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
一
つ
が
、
昨
年
、
大
園
木
地
内
に
建

設
し
た
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
で
、
建
設

費
の
一
部
を
補
助
し
、
本
年
３
月
に
完

成
し
て
お
り
、
市
か
ら
は
入
居
者
の
所

得
に
応
じ
た
家
賃
の
減
額
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
蚕
飼
地
区
内
の
民
間

賃
貸
住
宅
入
居
者
へ
の
家
賃
補
助
、
新

規
定
住
者
へ
の
住
宅
建
設
費
補
助
の
要

項
を
制
定
し
、
定
住
促
進
を
図
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
地
区
内
に
は
土
地
改
良

事
業
が
行
わ
れ
た
農
地
が
多
く
、
宅
地

化
す
る
際
は
農
振
法
関
係
の
制
約
を
受

け
る
こ
と
が
多
く
あ
る
の
で
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
助
成
制
度
を
利
用
し
た
住

宅
建
設
が
進
む
よ
う
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
先
の
第
３
回
定
例
会

　
　
　
　
　

の
一
般
質
問
で
、
平
成　
17

　
　
　
　
　

年
度
の
公
害
関
係
の
苦
情

の
発
生
状
況
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

悪
臭
に
つ
い
て
は　

件
の
苦
情
が
あ
っ

12

た
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。
上
妻
小
学
校

近
く
の
黒
駒
地
区
の
堆
肥
施
設
の
臭
い

が
ひ
ど
い
と
い
う
こ
と
で
、
周
辺
の
方

か
ら
相
談
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
の
施

設
の
悪
臭
に
つ
い
て
過
去
に
苦
情
が
ど

れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な

行
政
指
導
を
し
て
い
る
の
か
、
伺
い
た
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定
住
人
口
の
増
加
対
策

に
つ
い
て
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道徳教育の様子

蚕飼地区に建設された特定優良住宅

公
害
防
止
に
つ
い
て
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い
。
盪
環
境
と
調
和
し
た
農
業
生
産
が

進
む
中
で
、
家
畜
が
排
出
す
る
ふ
ん
尿

を
堆
肥
や
液
肥
と
し
て
農
地
に
利
用
す

る
た
め
、
堆
肥
化
施
設
は
農
家
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
良
質
堆
肥
の
生
産
、

活
用
に
よ
る
資
源
循
環
型
農
業
を
推
進

す
る
施
設
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、

堆
肥
化
施
設
な
ど
の
指
導
監
督
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。　

　
　
　
　
　
　

盧
苦
情
件
数
は
、
平
成

　
　
　
　
　
　

年
度
１
件
、　

年
度
か

11

12

　
　
　
　
　

ら　

年
度
０
件
、　

年
度

14

15

１
件
、　

年
度
１
件
、　

年
度
０
件
、

16

17

今
年
度
１
件
で
あ
っ
た
。
今
年
度
の
苦

情
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
梨
生
産

農
家
が
こ
の
堆
肥
化
施
設
で
生
産
し
た

堆
肥
を
梨
畑
に
施
肥
し
、
堆
肥
に
覆
土

し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
悪
臭
が
発
生
し

た
も
の
で
あ
る
。
市
で
は
、
苦
情
者
か

ら
の
聞
き
取
り
と
現
地
調
査
を
実
施
し

た
後
に
、
施
設
管
理
者
に
苦
情
の
実
情

を
説
明
し
、
そ
の
都
度
改
善
を
指
導
し

て
き
た
。
ま
た
、
堆
肥
化
施
設
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年　

月　

日
に
市
で
悪

18

10

17

臭
測
定
の
た
め
立
ち
入
り
調
査
を
実
施

し
た
が
、
検
査
結
果
は
す
べ
て
基
準
を

下
回
っ
て
い
た
。
こ
の
堆
肥
化
施
設
で

は
、
今
年
８
月
、
自
主
的
に
臭
気
が
施

設
外
に
出
な
い
よ
う
に
、
廃
棄
物
の
受

け
入
れ
ヤ
ー
ド
を
こ
れ
ま
で
の
二
重

シ
ー
ト
カ
ー
テ
ン
か
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
に

改
善
、
施
設
内
の
通
路
や
Ｕ
字
溝
の
改

良
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
悪

臭
発
生
防
止
に
向
け
、
施
設
管
理
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
販
売
後
の
堆
肥
の

第  １  6  ９  号

一　般　質　問

8

管
理
な
ど
を
含
め
堆
肥
の
購
入
者
に
対

し
て
も
注
意
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
堆

肥
化
施
設
管
理
者
に
対
し
指
導
す
る
。

盪
悪
臭
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
堆

肥
盤
、
堆
肥
舎
で
の
処
理
か
ら
、
密
閉

型
強
制
発
酵
処
理
施
設
で
の
処
理
へ
の

移
行
に
よ
り
大
幅
に
軽
減
で
き
た
も
の

と
考
え
て
い
る
が
、
整
備
さ
れ
た
ふ
ん

尿
処
理
施
設
で
あ
っ
て
も
、
現
在
の
技

術
力
で
の
完
全
な
除
去
は
困
難
な
状
況

で
あ
る
の
で
、
適
正
な
管
理
に
心
が
け

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
農
政
関
連
事
業
の
公
害
問
題
の
現

状
は
、
今
後
も
国
の
補
助
事
業
の
有
効

活
用
を
図
り
、
事
業
主
に
対
し
て
は
資

源
循
環
型
堆
肥
施
設
の
整
備
充
実
と
、

常
に
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
指
導
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

毎
年
、
秋
期
全
国
火
災

　
　
　
　
　

予
防
運
動
期
間
中
に
、
防

　
　
　
　
　

災
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
、
初
期
消
火
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ

る
消
火
、
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
な

ど
の
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
が
、
訓

練
と
現
実
は
異
な
る
と
思
う
。
市
当
局

と
し
て
、
初
期
消
火
を
ど
の
よ
う
な
手

段
で
考
え
て
い
る
の
か
、
市
ま
た
は
各

自
治
区
で
ど
の
よ
う
に
防
火
用
水
を
備

え
て
い
る
の
か
、
防
火
用
水
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。　
　
　
　
　
　
　

初
期
消
火
に
よ
っ
て
被

　
　
　
　
　

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

　
　
　
　
　

る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
の

防
火
対
策
と
し
て
は
、
各
家
庭
で
は
消

火
器
を
備
え
付
け
る
と
か
、
湯
船
の
お

湯
を
抜
か
な
い
で
お
く
な
ど
の
対
策
を

講
じ
て
お
り
、
ま
た
市
で
は
消
火
栓
や

防
火
水
槽
の
設
置
な
ど
、
水
源
の
確
保

の
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
ほ
か
、

消
防
ポ
ン
プ
車
を
は
じ
め
各
種
消
防
機

材
の
充
実
を
図
り
、
万
が
一
火
災
が
発

生
し
た
場
合
の
消
火
対
策
を
講
じ
て
い

る
。
ま
た
、
火
災
等
が
発
生
し
た
場
合

は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
市
民
に
知

ら
せ
る
と
と
も
に
、
常
備
消
防
で
あ
る

消
防
署
と
非
常
備
消
防
で
あ
る
消
防
団

が
い
ち
早
く
出
動
し
消
火
活
動
に
当
た

る
な
ど
、
人
的
、
物
的
被
害
の
拡
大
防

止
に
努
め
て
い
る
。
火
災
等
の
予
防
に

つ
い
て
は
、
消
防
署
並
び
に
消
防
団
に

よ
る
啓
蒙
活
動
の
ほ
か
、
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
毎
年
実
施
し

て
い
る
防
災
訓
練
を
通
じ
て
初
期
消
火

に
お
け
る
消
火
器
の
使
用
法
な
ど
、
対

処
方
法
の
指
導
を
す
る
と
と
も
に
、
火

災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
の
啓
蒙
、
啓

発
を
推
進
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
ら

の
身
の
安
全
は
自
ら
が
守
ろ
う
と
い
う

自
主
的
な
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
活

動
を
促
進
す
る
た
め
、
自
治
区
長
連
合

会
等
を
通
じ
自
主
防
災
会
の
組
織
化
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
自

主
防
災
会
は
、
防
災
意
識
の
普
及
、
自

主
的
な
防
災
訓
練
及
び
防
災
資
機
材
の

整
備
な
ど
の
活
動
を
行
う
組
織
で
あ
る
。

千
代
川
地
区
で
は
全
地
区
に
、
下
妻
地

区
で
は　

ヵ
所
で
既
に
設
立
さ
れ
て
お

１１

り
、
今
後
も
未
組
織
の
自
治
区
に
つ
い

て
は
積
極
的
に
組
織
化
を
図
る
な
ど
、

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
防
災

活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

 　
　
　
　
　
　

昨
年
の
第
２
回
定
例
会

　
　
　
　
　

に
お
い
て
、
資
源
物
の
持

　
　
　
　
　

ち
去
り
に
つ
い
て
質
問
し
、

関
係
各
部
署
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
、

下
妻
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
の
第

６
条
に
お
い
て
資
源
物
の
所
有
権
が
明

記
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
盧
平
成　

、　

、

16

17

　

年
度
の
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
資
源
物
の

18集
積
実
績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
盪
資

源
物
の
持
ち
去
り
禁
止
に
つ
い
て
、
市

民
に
は
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
き
た
の

か
。
蘯
条
例
施
行
後
、
持
ち
去
り
事
件

は
発
生
し
て
い
る
の
か
。
発
生
し
て
い

れ
ば
、
発
生
地
区
、
件
数
及
び
持
ち
去

ら
れ
た
も
の
と
量
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

盻
持
ち
去
り
を
し
た
者
は
確
認
で
き
た

の
か
。
そ
の
処
理
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
し
た
の
か
。
眈
今
後
の
資
源
物
の

持
ち
去
り
対
策
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　

盧
平
成　

年
度
は
、
下

１６

　
　
　
　
　

妻
地
区
、
千
代
川
地
区
を

　
　
　
　
　

合
わ
せ
、
空
き
缶
類　

ト
８７.８

ン
、
新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
古
紙
類

　

ト
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　

ト
ン
で
あ

５０１.１

８９

っ
た
。
平
成　

年
度
は
、
下
妻
地
区
、

１７

千
代
川
地
区
を
合
わ
せ
、 
空
き
缶
類　
８０.３

ト
ン
、
古
紙
類　

ト
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

５５０.６

ル　

ト
ン
で
あ
っ
た
。
平
成　

年
度
は
、

９８

１８

火
災
と
防
火
用
水
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
 
鈴
木
秀
雄 
議
員

資
源
物
持
ち
去
り
に
つ

い
て

　
　
　
　
 
笠
島
道
子 
議
員

昨年11月に行われた防災訓練の様子

市役所に設置されている資源物集積所
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９
月
末
現
在
、
空
き
缶
類　

ト
ン
、
古

５３.３

紙
類　

ト
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　

ト
ン

２８９.１

４３

で
、
前
年
度
同
期
と
比
較
す
る
と
、
空

き
缶
類
は　

％
増
、
古
紙
類
は　

％
増
、

２３.３

３.５

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は　

％
の
減
で
あ
る
。

３.８

盪
各
集
積
所
に
持
ち
去
り
厳
禁
の
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
ほ
か
、
市
民
に

は
お
知
ら
せ
版
等
で
、
ま
た
ご
み
減
量

推
進
員
に
も
資
源
物
の
持
ち
去
り
を
見

か
け
た
場
合
は
、
生
活
環
境
課
ま
た
は

下
妻
警
察
署
へ
連
絡
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
き
た
。
蘯
市
民
か
ら
の
通
報

等
含
め
、
市
で
把
握
し
て
い
る
持
ち
去

り
件
数
は
、
缶
類
７
件
、
古
紙
類
８
件

の
計　

件
で
あ
る
。
発
生
地
区
は
、
大

１５

宝
地
区
２
件
、
騰
波
ノ
江
地
区
２
件
、

上
妻
地
区
２
件
、
下
妻
地
区
２
件
、
宗

道
地
区
６
件
、
大
形
地
区
１
件
で
、
そ

一　般　質　問

しもつま市議会だより9

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
盧
現
時
点

で
、
改
修
工
事
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
施
設
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
く
ら
い
把

握
し
て
い
る
の
か
。
盪
ち
よ
か
わ
幼
稚

園
に
お
い
て
は
、
雨
漏
り
が
壁
の
内
側

を
浸
透
し
て
し
ま
う
た
め
か
、
内
壁
が

変
色
し
、
塗
装
が
は
が
れ
た
状
態
に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら

れ
る
。
そ
う
い
っ
た
施
設
が
ほ
か
に
も

あ
る
と
す
れ
ば
、
早
め
の
措
置
を
施
す

こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
財
政
上
厳
し
い
中
、

工
事
費
も
安
価
で
済
み
、
ま
た
施
設
と

し
て
も
長
く
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、
管
理
状
況
を
伺
い
た

い
。

　
　
　
　
　
　

盧
市
の
公
共
施
設
に
つ

　
　
　
　
　

い
て
は
、
各
施
設
の
担
当

　
　
　
　
　

課
が
そ
れ
ぞ
れ
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
各
課

に
お
い
て
は
、
補
修
の
必
要
な
も
の
を

把
握
し
、
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
の
上
、

補
修
費
を
予
算
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
予
想
外
の
事
態
に
な
り
早

急
な
補
修
が
必
要
と
な
り
、
予
算
に
不

足
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
予
算
の
補
正

あ
る
い
は
予
備
費
の
充
用
な
ど
に
よ
り

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

雨
漏
り
等
に
よ
る
大
規
模
な
補
修
が
必

要
な
施
設
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。

盪
ち
よ
か
わ
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
昭

和　

年
に
建
設
さ
れ
、
築
後　

年
が
経

５５

２６

過
し
、
園
舎
も
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

雨
漏
り
や
外
壁
の
汚
れ
も
目
立
つ
よ
う

な
状
況
で
あ
る
。
雨
漏
り
に
つ
い
て
は
、

落
ち
葉
や
ほ
こ
り
に
よ
る
雨
樋
の
詰
ま

り
が
原
因
と
思
わ
れ
る
の
で
、
屋
根
の

清
掃
並
び
に
雨
樋
の
修
繕
工
事
を
現
在

手
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
、
園
児
用
ト
イ
レ
に
臭
い
が
こ
も

っ
て
し
ま
う
状
況
に
あ
る
た
め
、
水
洗

の
流
れ
を
よ
く
す
る
修
繕
工
事
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
本
定
例
会
に
お

い
て
、
調
理
を
施
設
内
で
行
う
た
め
の

調
理
室
の
改
修
工
事
費
等
の
経
費
を
補

正
予
算
に
計
上
し
、
審
議
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
園
舎

の
内
壁
や
外
壁
の
塗
装
工
事
を
行
う
に

は
多
額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
の
で
、

今
後
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
ち
よ
か
わ
幼
稚
園
に
限
ら
ず
、

小
中
学
校
の
校
舎
や
体
育
館
等
に
つ
い

て
は
、　

世
紀
に
活
躍
で
き
る
健
全
な

２１

幼
児
・
児
童
・
生
徒
を
育
成
す
る
た
め

に
、
安
全
で
快
適
な
教
育
環
境
を
整
備

し
、
適
切
な
施
設
管
理
に
努
め
て
い
く

の
で
、
理
解
を
願
い
た
い
。

老朽化が進んでいるちよかわ幼稚園園舎

の
う
ち
持
ち
去
り
等
を
確
認
で
き
た
の

は
５
件
で
、
缶
類
約　

㎏
、
約　

円
相

３５

３,５００

当
、
新
聞
紙
約　

㎏
、
約　

円
相
当
で

２００

２,０００

あ
る
。
盻
市
で
把
握
し
て
い
る　

件
の

１５

う
ち
、
持
ち
去
り
量
等
を
確
認
で
き
た

５
件
に
つ
い
て
は
、
下
妻
警
察
署
に
被

害
届
け
を
提
出
し
、
そ
の
ほ
か
３
件
に

つ
い
て
は
持
ち
去
り
者
を
現
場
で
発
見

し
、
下
妻
警
察
署
と
と
も
に
指
導
を
行

い
、
条
例
に
基
づ
き
持
ち
去
り
物
を
返

却
さ
せ
、
再
び
同
様
の
行
為
を
犯
さ
な

い
よ
う
警
告
し
た
。
眈
職
員
に
よ
る
集

積
所
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
と
あ

わ
せ
、
減
量
推
進
員
及
び
市
民
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
資
源
物
持
ち
去
り
防
止

の
監
視
体
制
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

う
に
対
処
す
る
つ
も
り
な
の
か
。
庁
舎

建
設
特
別
委
員
会
等
の
設
置
の
時
期
、

庁
舎
建
設
着
工
の
時
期
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

は
、
新
市
の
非
常
に
重
要

　
　
　
　
　

な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
庁
内
に
課
長

　

名
に
よ
る
庁
舎
建
設
調
査
検
討
委
員

１０会
を
立
ち
上
げ
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か

ら
建
物
の
面
積
、
建
設
用
地
、
面
積
、

建
設
費
用
、
財
源
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

ま
と
ま
っ
た
ら
次
の
段
階
に
移
り
、
特

別
職
、
部
長
を
交
え
た
庁
舎
建
設
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

全
員
協
議
会
等
で
、
報
告
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
市
民
の
代
表
者
を

含
め
た
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
の
設
置

時
期
に
つ
い
て
は
、
庁
内
で
組
織
す
る

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
で
検
討
し
た
後
、

設
置
し
、
庁
舎
着
工
時
期
等
に
つ
い
て

は
市
民
の
代
表
者
を
含
め
た
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
で
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

現
在
、
下
妻
市
と
し
て

　
　
　
　
　

所
有
、
管
理
し
て
い
る
施

　
　
　
　
　

設
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

う
が
、
修
理
、
補
修
さ
れ
ず
に
傷
ん
で

き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
施
設
が
多
く
あ

　
　
　
　
　
　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

は
、
第
１
回
定
例
会
で
も

　
　
　
　
　

質
問
し
、
市
長
か
ら
合
併

協
定
事
項
を
遵
守
し
、
資
料
を
収
集
す

る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の

後
、
第
２
回
定
例
会
で
は
、
２
名
の
議

員
の
質
問
に
対
し
て
も
、
資
料
が
整
い

次
第
、
早
い
時
期
に
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
の
答
弁
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
具
体
的
な
計
画
は
発

表
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
市
民

の
間
で
も
本
当
に
庁
舎
を
建
て
る
意
思

は
あ
る
の
か
な
ど
、
不
安
が
広
が
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
現
時
点
で
ど
こ
ま
で

進
展
し
て
い
る
の
か
。
情
報
収
集
の
結

果
、
ど
う
い
っ
た
問
題
が
浮
上
し
て
い

て
、
ま
た
そ
の
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
　
　
　
  
小
竹　

薫 
議
員

各
公
共
施
設
の
管
理
体

制
を
問
う

　
　
　
　
 
松
田
利
勝 
議
員

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問
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質
問

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
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答
弁

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
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答
弁

庁舎建設調査検討委員会
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　交通事故のない安全で安心して暮らせる社会の実現は、市民全ての切実な願いであるとともに、長年の課題

でもある。

　飲酒運転による交通事故は、危険運転致死傷罪の新設や飲酒運転の厳罰化等を背景に、全国的には減少傾向

にあるものの、依然として飲酒運転による事故は後を絶たない状況である。                                                   

　こうした状況下において、公務員が加害者となる交通事故も多発しており、さらに、先日、幼い三人の尊い

命を奪い、幸せな家庭を一瞬にして崩壊させた飲酒運転に起因した交通事故は、国民に大きな衝撃と深い悲し

みをもたらし飲酒運転の怖さをあらためて痛感させられた。

　そのため、こうした悲劇を二度と繰り返さないよう、市民とともに飲酒運転を追放する決意を新たにする必

要がある。

　飲酒運転撲滅のためには、運転者の交通安全意識の向上はもとより、家庭や職場さらには地域が一体となっ

て、「飲酒運転は絶対にしない・させない」という強い意志を示すと同時に、飲酒運転の取締り、交通安全の

普及・啓発等の施策を強化しなければならない。

　よって本市議会は、ここに改めて交通安全意識の徹底を強く呼びかけるとともに、関係機関・団体との連携

を強化し、市をはじめ市民と一体となって飲酒 運転撲滅に向けて全力を挙げて取り組むことを宣言する。       

　以上、決議する。

　　　　平成１８年１２月８日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下　妻　市　議　会 

　厳しい社会・経済情勢、財政環境の下で、市民の多様な行政需要に対処していくためには、効果的・効率的

な行財政運営を推進していくことが必要である。

　旧下妻市議会においても、こうした要請にこたえるため、自主的な取組として、平成１８年１月１日の旧千代

川村との合併前まで、議員定数を減じ、合併後の新下妻市議会においては、地方自治法に定める議員定数の上

限数２６人に対し、議員定数の適正化について討論してきたところであるが、現行の議員条例定数２６人について

は、下妻市・千代川村合併協議会で協議決定されたものである。

　しかしながら、本市を取り巻く社会・経済情勢はますますその厳しさを増し、行政の抜本的な改革を断行す

ることが求められており、財政問題を研究していく必要がある。

　改革については、執行機関はもとより、議会も重要な役割を担っており、議会においても 、その組織運営の

更なる合理化を含めた対応が今日ほど期待されているときはないと考える。

　よって、下妻市議会は、平成１９年第１回定例会を目途に、議員定数の適正化を図るため、委員会を設置する

ことを表明する。

　以上、決議する。

　　　平成１８年１２月１８日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下　妻　市　議　会

下妻市議会議員定数の適正化を図るための委員会設置に関する決議

飲酒運転撲滅を宣言する決議 



意見書・要望書

しもつま市議会だより11

　司法制度改革の一環として、法律サービスをより身近に受けられるようにするため総合法律支援法が２年前に施行さ

れました。同法に基づき「日本司法支援センター」（愛称・法テラス）が設立され、１０月２日、全国で一斉に業務を開

始しました。

　法テラスは「身近な司法」実現へ中核となる組織で、情報提供、民事法律扶助、司法過疎対策、犯罪被害者支援、国

選弁護の事務などを主な業務としています。業務開始の初日だけで全国で約２,３００件もの相談があり 、期待のほどが伺え

ます。

　今後、法的トラブルの増加も予想されるだけに、法テラスは時代の大きな要請に応える機関です。２００５年、２００６年に

鳥取、茨城県等で４回の試行を実施した結果からは、相談件数が年間１００万～１２０万件を超えると予測されており、これ

に対応できるだけの体制整備が望まれます。よって、法テラスの体制をさらに充実させるため、下記の項目について早

急に実施するよう強く要望致します。

　                                            記

一、全国で２１人しか配置されていないスタッフ弁護士を早急に大幅増員すること。

一、司法過疎対策を推進し、いわゆる「ゼロワン地域」を早急に解消すること。

一、高齢者、障害者などの司法アクセス困難者への配慮として、訪問や出張による相談等を実施すること。

一、「法テラス」について、特に高齢者、障害者、外国人、若者等に配慮し、きめ細かく周知徹底を図ること。

一、利用者の利便性を鑑み、「法テラス」は日曜日も業務を行うこと。

一、メールによる相談サービスを早期に導入すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。

　　　平成１８年１２月１８日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下　妻　市　議　会

（提出先）　衆議院議長　　河　野　洋　平　殿　　　参議院議長　　扇　　　千　景　殿

　　　　　　内閣総理大臣　　安　倍　晋　三　殿　　　法 務 大 臣　　長　勢　甚　遠　殿

　平素、下妻市の道路や河川の整備につきましては、特段のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　道路は、豊かな生活の実現と国土の均衡ある発展を図るための最も根幹的な社会資本であり、その整備については大

いに期待しているところであります。特に幹線道路網の整備につきましては、地域の経済活動や広域的連携等の活性化

を進め、発展を支える上で欠くことのできない社会資本であり、極めて重要な役割を担っております。

　下妻市は、茨城県の南西部に位置し首都東京から６０㎞、県都水戸市から５０㎞ の距離にあり、人口４万６千人の田園都

市であります。

　平成１８年１月１日千代川村との合併により、「都市と自然が共生し、安全で快適なまち下妻市・人が活き活き輝くまち

下妻市」づくりを目指し、生活基盤の整備を図っているところであります。

　しかしながら、当市における鉄道やバス等の公共機関の整備水準が低いことから、安全で快適な暮らしを実現するた

めには、道路は最も重要であり必要不可欠な交通手段となっております。

　このため、下妻市においては道路による地域間の交流・連携による活力ある地域づくりや良好な生活環境を創るため、

幹線道路である一般国道１２５号（下妻八千代バイパス）の早期着工や国道２９４号４車線化の整備促進、また一般県道山王

下妻線バイパスの整備促進、さらには生活を支える市道の整備を一層促進させることが是非とも必要であります。

　よって、下妻市議会は、いまだ立ち遅れている道路整備を着実に推進するとともに渋滞対策、道路環境対策などへの

取り組みを一層充実させるために必要な道路整備費の確保にあたっては、受益者負担の原則に則った道路特定財源を一

般財源化することなく全額道路整備費として確保されるよう強く望んでいるところであります。

　したがいまして、このような状況をご理解いただき、茨城県議会におかれましてはすでに活動中とは存じますが、再

度「道路特定財源の堅持」を主要な国の機関へ働きかけ下さるよう要望いたします。

　　　平成１８年１２月１８日

　　　　　　　　                                                            　　　　　　　　　　　　　下　妻　市　議　会

　　茨城県議会議長　山　口　　武　平　殿

「法テラス」の更なる体制整備・充実を求める意見書 

 道路整備の充実と財源確保に関する要望書
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結　　果付託委員会提　出　者　住　所　氏　名　　　　件　　　　　　　　　　　名

不 採 択
議員定数に
関　す　る
特別委員会

下妻市小野子町１丁目６０番地
　下妻市自治区長連合会
 　　会長　黒　川　正　男　外３６名

議員定数の削減を求める陳情書

※この陳情は、議員定数を２０名とすることを求めるものであったため、不採択となったものであります。

不 採 択
総　　務
委 員 会

下妻市原２０８５番地

　　　　塚　越　庸　一
議員報酬に関する陳情書

採　 択
総　　務
委 員 会

下妻市長塚１３２番地５

　　　　染　谷　治　夫

『「法テラス」の更なる体制整備・充実を求め

る意見書』の採択に関する請願書

不 採 択
文教厚生
委 員 会

下妻市下妻乙８６７番地１２

　　　　小　島　　　眞　外４００名
福祉巡回バスの運行継続を求める陳情書

請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果

 市議会を
傍聴してみませんか

●次の定例会は 3 月 6 日から
3 月22日までの17日間の予定
です。 なお、 一般質問は3月
16日 、 19日の  2  日間の予定で
す。
（上記日程は変更する場合があります。）

平成 18 年 第 4 回 （ 12月） 定 例会 
の 傍聴者は95人でした。

※問い合せ先：下妻市議会事務局
　　　0296－43－2111
　　　　　内線1112・ 1113
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